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乳幼児をもつ母親の新環境への適応プロセス

一有機体システム論からみた移行モデルの概念化一

昨澤宏恵L2）

〔論文要旨〕

　本研究は，Wapnerの有機体システム論をもとに，乳幼児をもつ母親の新環境への適応過程について

明らかにすることを目的とした。

　調査1では，関東地方W市の乳幼児をもつ母親730名を対象に，子育ての相談先，子育て施設の利用

について質問紙調査を実施した。その結果居住年数が浅いほど，インターネットからの情報源に拠り，

旧環境に相談先がある傾向が示され，多くは在住3～5年で，新環境での友人を得ると同時に地域の情

報を得て，個々の目的に応じた子育て支援機関を利用していた。このことから，新環境への適応には，

一定の時間軸に沿った段階が存在し，子育ての目的に志向した進化の過程があることがわかった。

　調査2では，調査1で明らかになった目的志向性を具現化する手段や自己の再構成について有機体シ

ステム論的に検討した。対象は調査1の対象者から同意の得られた乳幼児をもつ母親14名であり，目的

と手段の関係について，よく行く場所（現実空間）のマッピング，自己実現と居場所（生活空間）につ

いて，半構造化面接と質問紙による縦断調査を行った。

　その結果，母親が経験する現実空間と，自己実現のための生活空間との葛藤の調整には，自己に内在

する行動への評価軸が関与しながら，ダイナミックな過程を経て環境適応へと移行を遂げることがわ

かった。

Key　words＝環境移行，母親の発達，有機体システム論，居場所，マッピング

1．はじめに

　個人をとりまく環境には，自己に直接的にか

かわる家庭や学校などのマイクロンステム，発

達の過程でかかわる，複数のマクロシステム問

の相互の関係としてのメゾシステム，実際に参

加していない別の行動場面にあっても影響され

たり，影響するエクソシステムがある1）。これ

らのシステムは入れ子的に相互に連携してお

り，イデオロギーや，社会のルールを橋渡しす

るようなパターンに拡大され一般化したものが

マクロシステムである1）。

　しかし，こうした考えは概念的であり，具体

的なマイクロからマクロ相互の関係としての変

容の過程は明らかにされていない2）。

　たとえば，親が職場という別のマイクロンス

テムをもつことで，2者関係に変化をきたして

いることを，直接的に，職場と2者関係をそれ

ぞれ切り取って観察してみても，相互の関係性

からの問題点は浮かび上がってこない。した
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624 小児保健研究

がって，個人の支援環境を考えるには，直接的

にかかわっている環境のみでなく，その環境に

影響された個人を力動的に捉える必要が生じ

る。

　しかし，乳幼児を抱える母親が新たな環境へ

馴染むことと，親への二重の移行過程について

検討された研究は，筆者の知る限りない。

　そこで本稿においては，母親らが新たな環境

へ移行を遂げる過程について，Wapner（1986）

の有機体システム論を援用し，移行概念をモデ

ル化し，子育て支援の在り方を探ることを目的

とした。

皿．方 法

1．仮説構成概念と分析の視点

　Wapnerらの有機体システム論的発達モデル

（図1）は，成長しつつある人間とその直接的

環境との間の漸進的な調整に関心を置き，所属

する社会の価値観や文化・慣習などの，直接触

れ合う環境にない領域の中で起こっていること

が人と環境との関係に，どのような影響を与え

るかを捉えようとする点にある2）。

　このモデルは，人間一環境システムを有機体，

環境道具，目的の4つの領域に分類している

が2），それぞれの領域の特性と相互作用が存在

するこどにとどまり，4領域の関係性や，それ

ぞれの力動的な方向づけはなされていない。こ

のことは，システムの分化・統合レベルの順序

においても，明確でない。

　そのため本稿においては，有機体システム論

的発達モデルをもとに，オリジナルの仮説構成

概念を整理し（図2），以下のように，調査1，

調査2を実施した。

t）システムの統合・成熟・進化の方向／調査1

　地域の乳幼児を抱える母親が利用している子

育てサービス・施設サービス利用と居住年数と

の連関に時間的な順序性がみられるのか（届）

の仮説検証を通じて，システムの進化の方向を

明らかにすることを調査目的とした。

2）目的一手段の関係（現実空間）／調査2

①よく行く場所（手段）

　新環境に置かれた有機体は，まず入り口あた

りを自分の場所として確立し，環境に慣れるう

ちに遠くの場所を多く取り入れる3，1。
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　　　　　G・1 に　 h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ニニが

ご観点テムの船・成熟・進化の方尚歯．

G－1） 人間と環境が分化していない状態
i人間が環境に受動的に適応が特徴）

G・2） 人1間が環境から分化し孤立している状態
i遊離が特徴）

G－3） 人間が環境から分化しそれと葛藤している状態
i非建設的な交流が特徴）

G・4） 人間と環境が分化し統合されている状態
i建設的な実行が特徴）

図1　人間（自己）一環境（世界）システム（Wapner，1986より転載）
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図2　仮説概念の構成，調査の段階

　調査2では，行動レベルで観察可能な「よく

行く場所」という現実空間を追うことにより，

新環境における適応への道筋や，適応に寄与し

た場所の特性を検討した。

②目的（自己実現）

　目的のみを要素分析的に取り出すのではな

く，自己実現の手段として「よく行く場所」と

併せて，いつ，どのようなタイミングによって

自己にとっての意味を持ちはじめるのかを検討

した。

3）自己の再構成の過程（生活空間）／調査2

①居場所（認知された環境）

　行動レベルの「よく行く場所」と対比し，そ

の人にとって意味のある場所である「居場所」

を認知された環境として仮定した。

　「居場所」の定義は，i＞社会的居場所，　ii）

人間的居場所4），iii）恒常的居場所，　iv）一時

的居場所の4軸に操作定義した。

　すなわち，恒常的社会的（CS），一時的社会

的（TS），恒常的人間的（CH），一時的人間的

（TH）を居場所定義の4類型とした。

②有機体（自己）

　人間一環境システムは，「移行過程では，あ

る時期にシステムの特定部分が動揺し，人はそ

の側面を志向し調整する。この体験を経てシス

テムは統合された状態へと発達を遂げる」とい

う多元的志向性をもつという特性に従い，「自

己実現」として語られたデータから，自己のあ

るべき像として，志向性の変化を分析した。

2．対象（調査1，調査2共通）

関東地方W市在住の0歳～6歳までの乳幼児

をもつ母親。

3．方　法

1）調査1

　2006年10月～2007年1月に，W市の乳幼児健

康診査の案内に同封した調査票を，郵送にて配

布し，乳幼児健康診査会場のW市保健センター

の受付にて，調査者が直接回収した。回収率は

81．1％で，記入漏れのあった8名および祖母な

ど母親以外の1回答者3名を除く730名を分析の

対象とした。

2）調査2

①第一回面接調査（T1）

　2006年12月目2007年5月に，募集した対象者

22名に，「よく行く場所」のマッピングおよび

半構造化面接を実施した。所要時間は45分～1

時間半程度であった。面接場所は家庭訪問や近

隣の子育て支援センターなど対象者の選択に任

せた。インタビュアーは本研究者1名とした。

　事前に書面および口頭にて研究目的とデータ

使用にあたって研究目的外の使用のないことや

匿名性の確保について十分に説明し，了解を得
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るなど倫理的配慮を行い実施した。

②第二回面接調査（T2）

　2007年10月下旬から11月上旬に，T1と同じ

対象者22名に郵送による質問紙調査を実施し，

転出などのため回収不可能であった8名を除く

14名をT1，　T2の分析対象とした。

　統計解析にはSPSS　15．OJ　for　Windowsを使

用した。

4．調査内容

1）調査1

①属性
　基本的属性，健康診査対象児の属性，子ども

数転居の時期および契機W市在住期間。

②子育て支援サービスの利用実態

　市内・市外施設利用頻度と所要時間，施設利

用目的，未利用の場合の理由，子育てサービス

情報源，子育ての相談先とその頻度。

2）調査2

①「よく行く場所」

　最近「よく行く場所」についてW市の地図に

シールを貼るよう依頼し，出かける目的の聞き

取りと併せて，その場で作成依頼した。

②　「居場所」

　「居場所」と思う場所とその理由を尋ねた。

③　自己実現

　新たな移行事態が，自己実現にどのように影

響したと感じているか（原因の帰属）について，

結婚前・転居直後・現在・未来の時間軸に沿っ

て，語りを引き出した。

皿．結 果

1．調査1（表1，表2）

　居住年数別では，1年未満が144名（20％）

と高く，5年未満では514名と全体の70％を占

めた。

　日ごろの育児の相談先として，居住年数が

浅いほど，幼稚園・保育園など地域の機関や，

PTAなどの組織へのアクセスが低いが，幼稚

園・保育園への相談回答の偏りは，居住年数が

上がるごとに出生順位の第3子，第4子以降が

多いこと，居住年数が上がるごとに兄弟児の存

在する割合が多いことが影響していると考えら

れる。

小児保健研究

　また，居住年数が浅いほど，図書館や子育て

支援センターなどの利用が少ない状況にあっ

た。施設利用をしない理由として，存在を知ら

ない（X2＝13．12＊＊，　df5），内容を知らない（X2

＝20．28＊＊，df5），その他（X2ニ11．09＊＊，　df5）

について，有意差が認められた。さらに，残差

分析を行った結果，居住年数が浅い（居住2年

未満）ほどt施設の存在を知らない，支援内容

を知らないとする理由が高かった。

　総合的にみて，居住年数3～5年未満におい

て，子育て施設の利用目的が，託児など具体的

な情報を必要とする項目で高く，情報源も友人，

広報，インターネットで高く，相談先も保育園

幼稚園などの地域へ開かれていた。反対に居住

0～1年においては，友人や広報からの情報も

少なく，相談先も外部地域に開かれておらず，

施設利用も少なかった。

　また，子どもの年齢と居住年数には弱い相関

があり（r＝O．22＊＊），当該対象地域の親が地

域に馴染む過程のマクロシステム特性として，

子どもの年齢や子どもの帰属集団など，居住年

数以外の複数の要因が影響している可能性が示

唆された。

　調査1は，あくまでも客観的な指標をもとに

しており，対象者個人が経験し感じたところの

生活環境としての環境の変化を映し取ることに

限界があった。そのため，調査2において，母

親ら相互の交流のあり方と生活空間の拡大につ

いて分析を深め，地域に馴染む過程を概念化す

る試みを行った。

2，調査2（表3）

　インタビューを行ったうち，典型的な叙述の

みられた結果を居住年数別に層化抽出し，表3

のように分析した。

　その結果，ほぼ全例において，T1では，自

己実現や親になること，地域へ馴染むこととい

う自己の置かれた生活空間と，現実空間との間

に葛藤を抱え，ずれを生じていた。

　Hさんは，T2で「居場所」と「よく行く場所」

の類型が合致しくCS＝恒常的社会的），現実空

間と生活空間のずれがみられなかった。

　また，対象事例中，在住年数が最短の1さん

（TS＋TH）と最長のFさん（TS＋TH＋CS＋
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表1　対象者属性 N＝730（単位；人）

居住年区分

0～1年 1～2年 2～3年 3～5年 5～10年 10～39年

合計（％）

【健診対象の子どもの年齢】

@　　　　　4か月 △　38 △　24 ▼　18 ▼　21 20 ▼　　9 130（17．8）

10か月 △　42 △　29 △　30 ▼　31 ▼　26 ▼　14 172（23．6）

1歳6か月 18 14 △　19 22 ▼　　9 14 96（13，2）

2歳 ▼　30 ▼　20 33 △　49 △　43 △　35 210（28．8）

3歳4か月 ▼　16 ▼　12 ▼　12 △　36 △　23 △　23 122（16．7）

【健診対象の子どもの出生順位】

@　　　　　第一子 △　99 △　71 61 ▼　71 ▼　36 ▼　44 382（52．3）

第二子 ▼　41 ▼　21 43 △　77 △　64 ▼　34 280（38．4）

第三子 ▼　　2 ▼　　6 8 ▼　11 △　17 △　16 60（8．2）

第四子以降 2 1 0 0 4 1 8（1．1）

【回答者の職業】

@　　　　　パート就労 2 2 4 7 6 10 31（4．2）

フルタイム就労 16 10 12 26 15 15 94（12．9）

専業主婦 123 86 91 121 96 64 581（79．6）

自営業 1 0 2 1 1 2 7（1．0）

その他 2 1 串 4 3 4 17（2．3）

【回答者の年齢】

@　　　　　10歳代 1 0 1 0 1 1 4（0．5）

20歳代 51 31 29 29 8 20 168（23．0）

30歳代 88 64 81 125 106 69 533（73．0）

40歳代 4 4 1 5 6 5 25（3．4）

【回答者家族の子ども数】

@　　　　　一人 95 66 48 62 34 38 343（47．0）

二人 44 26 56 85 65 37 313（42．9）

三人 3 6 8 11 17 18 63（8．6）

四人 2 0 0 1 4 2 9（1．2）

五人以上 0 1 0 0 1 0 2（0．3）

【回答者の転入時期】

@　　　　　結婚前 6 6 10 21 17 58 118（16．2）

結婚後 39 59 73 105 92 25 393（53．8）

この子を出産後 65 21 10 1 1 0 98（13．4）

その他の時期 34 13 19 32 11 12 121（16．6）

合　計 144 99 112 ！59 121 95 730

数値に併記した△▼記号は，調整済み残差（dij）が有意（p〈．05）に多い（△），少ない（▼）箇所を示す。

CH）は「よく行く場所」の特徴が全く異なっ

ていた。そして，いずれも親への移行に対して，

ネガティブな状態からポジティブな状態へと変

化していた。

1V．考 察

W市においては，居住年数が浅いほど，地域

に馴染んでいない状態にある人が多く，イン
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表2　子育て施設利用実態と居住年数の関連 （単位；人）

居住年区分

0～1年 2年 3年
　一
S～5年 6～9年 10～39年

合計
　　ズホ＊P＜．05

π

144 99 112 159 121 95 730

【相談先】

@　　　　義理親 ▼　47 △　49 △　55 △　67 ▼　38 ▼　28 284 19．07＊＊

保育士／幼稚園教諭 ▼　23 ▼　13 ▼　19 △　44 △　27 △　23 149 12．07＊＊

【情報源】

@　　　　友人 ▼　44 ▼　34 △　48 △　74 47 ▼　30 277 11、70＊＊

広報 ▼　30 8 △　35 ▼　41 △　50 ▼　19 183 18．38牌

インターネット △　14 △　　9 5 ▼　　6 ▼　　4 ▼　　1 39 13，60＊＊

【利用施設】

@　　　　M子育て支援センター ▼　51 ▼　43 △　56 74 △　69 46 339 13。56＊零

総合児童センター ▼　32 ▼　29 △　41 △　69 △　48 ▼　28 247 19．11料

図書館 ▼　34 ▼　23 △　39 ▼　42 △　46 ▼　25 209 11．14料

保育園 ▼　17 ▼　11 ▼　17 △　37 △　25 △　22 129 12．95枇

S地域児童館 ▼　　4 ▼　　7 △　16 △　20 △　21 △　13 81 18．68鱒

N地域児童館 ▼　　3 7 ▼　　6 △　18 △　13 △　12 59 14．28籾

【利用の目的】

@　　　　　親の友だちづくり ▼　34 27 29 △　55 31 ▼　20 196 11．30富＊

情報収集 ▼　34 △　25 24 ▼　29 24 ▼　13 149 15．21躰

【未利用の理由】

@　　　　　内容を知らない △　22 1△14 9 ▼　　7 ▼　　5 ▼　　5 62 20．28牌

存在を知らない △　14 △　　8 ▼　　1 ▼　　7 ▼　　4 4 38 13．12榊

その他 △　13 △　　9 ▼　　3 ▼　　6 ：▼　　4 ▼　　3 38 1LO9串＊

数値に併記した△▼記号は．調整済み残差（dij）が有意（p＜．05）に多い（△），少ない（▼）箇所を示す。

ターネットを通じた情報源に拠る傾向があり，

旧環境や架空の世界の場所にとどまり，環境か

ら分化し孤立している状態にある人が多いと考

えられる。

　しかし，平均的には，居住3～5年で地域の

情報源としての友人や帰属集団を得ることがで

き，託児や子育てに関する学習などの具体的な

目的に即した行動を起こす段階に到達すると考

えられる。

　また，母親らが具体的な目的志向的行動をと

るに至るまでには，現実空間と生活空間の新旧

の環境を二重に生き，ずれを持ちながら，それ

ぞれの空間が統合され，除々にそのずれが調整

される過程がある。

　行動（B）は人（P）とその環境（E）との

関数（F）であるとするレヴィン（1956）の公

式iBニF（P，E）1に表される。人と環境の相

互の関係に，一定の方向を与えるものが関数

（F）である。したがって，関数（F）は，現実

空間と生活空間のずれを決定し調整するものと

して存在している。

　時が経過し，システムの漸進は全く次元の異

なる場所から派生するのではない。Hさんのよ

うに職場（CS）という生活世界を，現実に立

ち上がらせたい志向が働き続けるとき，同領域

の子どもの保育園入園（CS）が決定するように，

システムを一定の方向に漸進させるゆらぎ（F）

が働くと考えられる。事実調査2の事例14例

中13例がT1において現実空間と生活空間のず

れを生じている段階にあり，T2において「よ

く行く場所」と「居場所」が同類型に推移した

ものが，半数（7例／14例）を占めた（表3下段；
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居場所回答＊の箇所は，居住年数が上がるにつ

れて，恒常的・社会的領域に集積している）。

　このことから，システムの葛藤による空間の

ずれに，ゆらぎ砂）という力が一定の方向に

向かって加わることで，拡散していた力が収束

し，システムの発達を促すと考えられる。

　また，事例1，事例Fからも，居住年数にか

かわらず，子どもからの反応を捉える母親への

特殊な移行が，ポジティブなできごとを通常よ

り感知しやすくし，自分自身のポジティブな側

面に注目しはじめると視野が広がり，余裕が生

まれることによって6），環境移行を推進する力

となっていると推察される。

　以上の考察に，以下の理論的示1唆を加えたモ

デル概念図が，図3である。

　システムの移行事態を招く動揺は上述したよ

うな葛藤事態として人に作用する力となる。葛

藤は，その方向や強さにおいて2つの異なる力

の関係から生じる。これらの力が等しい点では

相反する力は均衡し，これらの力のひとつが，

優勢になるまでシステムは均衡点の周囲で動揺

し続ける5）。

　そのため，現実空間の「よく行く場所」が，

生活空間として経験され，葛藤の解決手段とし

て意味づけられたとき，システムはその置かれ

た環境へ適応するように漸進的進化を遂げる。

そして，事態はその境界で均衡を保ち，次なる

「よく行く場所」

（手段）

評価／原因帰属

（Long－term　values）
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図3　乳幼児を抱える母親の環境移行の概念モデル

小児保健研究

変化の準備状態へと発展する。

　それは，支援環境の希薄な現実空間に生きる

人々が，恒常的に地域社会と交流しながら，自

己にとって意味のある生活空間を獲得する様と

いえる。すなわち，その人の生活の中に，現実

空間のCS（恒常的社会的）領域が，意味性を

もち立ち上がるとき，環境に適応したとみなし

うる。

　以上，他の研究を追認する結果として，移行

の過程には居住年数という時間軸に沿った順序

性がみられ，現実空間と生活空間に葛藤が生じ，

そのずれ（F＞が調整されることにより，移行

プロセスが漸進をとげることが考えられる。

　さらに，本研究で新たに，自己に内在する行

動の評価軸が，現実空間と生活空間のずれ（F）

を調整し，新環境と親への移行を推進すること

がわかった。

　ところで，『親子にとって望ましい「居場所」

とは，子育て中の日常生活を楽しむために必要

な，生活の一部になっている場所であり，自発

的な人間関係によって「労力」を解消するとい

う意味の「地域」の枠組み』7）という。

　また，『「居場所」づくりとは，ゼロからの居

場所そのものをつくることだけではなく，当事

者たちが，自分たちの居場所として獲得してい

くプロセスそのものを言う。今，世の中の「母

親の居場所」に自分の居場所として獲得してい

くプロセスを踏む時間とチャンスをくれる場が

どれだけあるだろうか』という批判もある8）。

　調査1からも明らかになったように，居住年

数の浅い母親は，明確な利用目的を持たず子育

て施設を利用しており，十分に利用動機が熟成

されていないままに，通過儀礼的にその場を利

用してゆくことになりかねない。母親たちが自

分自身と向き合う時間をつくり，共に自己の向

かうべき方向を確認する支援こそが，住民の自

律的調整機能を活かした支援環境づくりである

と考える。

V．今後の課題

　本調査期間中，研究者自身も転居し，調査方

法をインタビュー（T1）から質問紙（T2）へと

変更した。

　今後はさらに，一貫した手法を用いながら，
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構成したモデルの妥当性や，普遍化の可能性に

ついて検討していくことが必要であると考え

る。そのことにより，母親らの発達段階を見極

め，支援するタイミングについて問い直すこと

ができると考える。

　また，新環境に置かれた母親の居場所獲得に

むけ，自律性を妨害することなく自然に支援す

る方法として，本研究で試みた多元的なアセス

メントを指標化し，実践．へ還元することが課題

であり，今後取り組みを続けたい。
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（Summary）

　The　purpose　of　this　study　is　to　clarify　the　state

of　mothers’　adjustment　into　new　local　communities

based　on　the　Organizmic，　Developmental　Model　of

Wapner　．

　First，　730　mothers　having　preschool　children

in　W　City　of　Kanto　Area　were　surveyed　by　the

questio曲es　o且use。f　Co㎜蜘Paren血g　Sup－

port　Centers　（CPSC）．　As　a　result，　it　was　found

that　there　was　a　tendency　to　rely　on　information

丘om　the　lnternet　and　their　formelr　communities　for

．mothers　who　have　shorter　residential　period，　but

that　those　who　have　3－to　5－year　residential　periods

－tend　to　utilize　CPSCs　to　their　purpose　based　on

infQrmation　through　social　networks　in　current　com－

munities．　These　findings　suggest　the　presence　of　a

tempQral　evolution　with　processes　complying　with

each　object　of　each　child－rearing　stag．　e　．

　Second，　a　／longi／tudinal　survey　was　conducted．

The　survey　was　based　on　mapping　of　haunts　（ac－

tual　spaces）　and　comfortable　places　（life　spaces）

for　self－fulfillment　，in　relationship　between　object

and　method　for　14　cooperative　mothers　among

those　covered　in　the　first　survey　in　order　to　ana－

lyze　methods　to　realize　their　objects　and　their　seif－

reconstruction．　As　a　result，　it　was　revealed　that

mothers　adapt　to　the　new　environment　through

dynamic　adjustment　proeesses　of　conflicts　between

actual　spaces　of　actual　experiences　and　1ife　spaces

for　their　self－fulfillment　referring　their　immanent

assessment　crltena　．

（Key　words）

environment　transition，　mother’s　adjustment，　or－

ganizmic　developmental　model，　comfortable・　place，

mapplng’
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